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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 

１０時・１３時 
英語の庭園ガイド 
ツアー(無料)開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

心躍る楽しい春になりますように 

 

第１０７号 

 

お庭で食べるお

弁当もおいしい季

節。園内各所にあ

る縁台をご利用く

ださい。 

『桜の季節』のお願いごと 

 園内は園路の狭い場所もあり、お客さま同士の

接触事故を防ぎ、安全を確保するため、３月１0

日(火)～４月５日(日)までの期間中、園内全域で、

写生・スケッチ及び、三脚・一脚、自撮り棒など

の撮影補助機材を使用する撮影を禁止とさせてい

ただきます。 

 みなさまに、美しい風景をお楽しみいただくた

めに、ご理解とご協力をお願いいたします。 

年間パスポート発売中！ 

当園では、一般：1,200 円、65 歳以上：600 円

(ご本人さまのみ)発売日から１年間は何度でもご利用可

能な年間パスポートを、発売しています。 

 桜や紅葉などお客さまの多い季節、チケット窓口に長

い列ができていても、年間パスポートをお持ちの方は、

並ばずに、ご入園いただけます(窓口周辺で、職員にご

提示ください)。 

 都立９庭園でお使いいただける年間パスポートもご用

意していますので、詳しくは窓口へお問合せください。 

 
《昨年の様子》 

 今年は季節がどんどん進んでいますね。桜の開花予

想日も、発表されるたびに繰り上がり、ソワソワ感も

日増しにつのる今日このごろです。 

 小石川後楽園の園内には、シダレザクラ、ソメイヨ

シノなど、合わせて約 30 本の桜があります。例年、

シダレザクラはソメイヨシノより一週間ほど早く咲き

始めます。ソメイヨシノやヤマザクラが見ごろを迎え

るころには、イロハモミジもうっすらと萌え出し、園

内全体が柔らかな春色に包まれます。 

 桜の近くによるだけでなく、少し離れた場所や、高

い位置などからも眺めてみてください。桜たちの、年

に一度の晴れ姿、今年はどんな姿を披露してくれるの

でしょう？ 

 さて、３月は旅立ちの季節でもあります。 

 当園でも、一緒に仕事をしてくれていた二人の学生

が、輝かしい未来に向かうため、卒業をしました。 

 また、お昼休みに毎日お越しくださるご近所のみな

さまの中にも、転勤などで、しばらくお目にかかれな

くなる方がいらっしゃるかもしれません。 

 約４百年前からこの場所にあり続けている小石川後

楽園、それに比べたら、きっと、ほんの短い間のお別

れです。ぜひ、またお越しください。いつでも、この

場所でお待ちしています。 

 心躍る楽しい春になりますように！一生懸命に、願

います。 

こんなサクラも探してみよう！ 

 これからは、少しずつ気温も上がり、のんびり、ゆ

ったりお散歩を楽しむには、絶好の季節になります。 

 一口に楽しむと言っても、好きなものや興味の対象

は人それぞれに違います。この園内にも、植物や鳥類

池の中の生き物、石や建物など、たくさんの“宝物”

が詰まっています。ゆっくりと歩いて、みなさまにと

って素敵な宝物を探してみてください。 

 今回は、桜の季節にピッタリ？のこちら(下写真)の

ご紹介！ 

 
 園内の“どこか”にある“何か”に刻まれた桜柄で

す。ヒントは「お酒の飲み方に由来する名前の建物の

近く」です。 

 本物の桜の花とご一緒に、こんな春のお探し物はい

かがでしょうか？ 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その 44 

 

【シャガ】サクラの花たちが終わりを迎えるころ、

足元近くで、ひっそりと咲き出すこの花は“シャガ”

です。 

 アヤメ科の常緑多年草で、人里に近い山林などに群

生するなじみ深い植物です。花が終わっても、一年中

きれいな緑の葉を茂らせているため、庭園にもよく植

えられています。 

 また、淡い紫色の清楚な花は、茶道や華道には欠か

すことのできない花材だそうです。 

 さらに、丈夫な地下茎で増えるため、その強度を見

込まれ、茅葺が主だった時代には、同じくアヤメ科の

イチハツなどど一緒に、屋根にも植えられたとも。 

 当園では、庭園入口を入ってすぐの左側や、愛宕坂

周辺などでご覧いただくことができます。時には足元

にも、視線を向けてみてくださいね。 

 


